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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 22日 (2005.4.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ ス を 燃 焼 さ せ て 、 炉 内 で 被 加 熱 物 を 加 熱 す る 熱 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 炉 内 の 異 な る 地 点 に お け る 温 度 を 測 定 す る 、 少 な く と も ２ つ の 温 度 測 定 器 と 、
前 記 温 度 測 定 器 に よ っ て 測 定 さ れ た 温 度 に 基 づ い て 、 前 記 ガ ス 量 及 び 空 気 量 を 制 御 す る 制
御 手 段 と 、
を 具 備 し 、
前 記 制 御 手 段 は 、
前 記 温 度 計 測 器 で 測 定 さ れ る 温 度 を Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 Δ Ｔ ＝ Ｔ １ － Ｔ ２ と し 、 Ｔ １ の 設 定 値 Ｔ
ｓ に 対 し て ヒ ス テ リ シ ス α を 、 Δ Ｔ の 設 定 値 Δ Ｔ ｓ に 対 し て ヒ ス テ リ シ ス β を 持 た せ た 場
合 、
　 Ｔ １ が （ Ｔ ｓ － α ） ℃ よ り も 低 く な る 場 合 は 昇 温 モ ー ド で 、
Ｔ １ が （ Ｔ ｓ ＋ α ） ℃ よ り も 高 く 、 Δ Ｔ が （ Δ Ｔ ｓ ＋ β ） ℃ よ り も 高 い 場 合 は 、 冷 却 モ ー
ド で 、
Ｔ １ が （ Ｔ ｓ ＋ α ） ℃ よ り も 高 く 、 Δ Ｔ が （ Δ Ｔ ｓ － β ） ℃ よ り も 低 い 場 合 は 、 通 常 モ ー
ド で 、
　 ガ ス 量 及 び 空 気 量 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 熱 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 昇 温 モ ー ド は 、 ガ ス 量 を ほ ぼ 最 大 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 熱 処 理 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 冷 却 モ ー ド は 、 ガ ス 量 を ゼ ロ と し て 、 空 気 の み を 送 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記



載 の 熱 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 通 常 モ ー ド は 、 前 記 炉 内 を 一 定 温 度 に 保 つ よ う に 、 ガ ス 量 及 び 空 気 量 を 調 整 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 熱 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 炉 内 に 設 置 さ れ た 前 記 温 度 計 測 器 が ２ つ の 場 合 、 炉 中 央 部 に 設 け ら れ た 温 度 計 測 器
に よ る 測 定 温 度 が Ｔ １ 、 炉 壁 近 傍 部 に 設 け ら れ た 温 度 計 測 器 に よ る 測 定 温 度 が Ｔ ２ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 熱 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 炉 内 に 設 置 さ れ た 前 記 温 度 計 測 器 が ３ つ 以 上 の 場 合 、 最 も 被 加 熱 物 に 近 い 位 置 に 設
け ら れ た 温 度 計 測 器 の 測 定 温 度 を Ｔ １ 、 そ の 他 の 温 度 計 測 器 の 測 定 温 度 の う ち 、 最 も 低 い
温 度 を Ｔ ２ と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 熱 処 理 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 ガ ス を 燃 焼 さ せ て 、 炉 内 で 被 加 熱 物 を 加 熱 す る
熱 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 炉 内 の 異 な る 地 点 に お け る 温 度 を 測 定 す る 、 少 な く と も ２ つ の
温 度 測 定 器 と 、 前 記 温 度 測 定 器 に よ っ て 測 定 さ れ た 温 度 に 基 づ い て 、 前 記 ガ ス 量 及 び 空 気
量 を 制 御 す る 制 御 手 段 と 、 を 具 備 し 、 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 温 度 計 測 器 で 測 定 さ れ る 温 度
を Ｔ １ 、 Ｔ ２ 、 Δ Ｔ ＝ Ｔ １ － Ｔ ２ と し 、 Ｔ １ の 設 定 値 Ｔ ｓ に 対 し て ヒ ス テ リ シ ス α を 、 Δ
Ｔ の 設 定 値 Δ Ｔ ｓ に 対 し て ヒ ス テ リ シ ス β を 持 た せ た 場 合 、 　 Ｔ １ が （ Ｔ ｓ － α ） ℃ よ り
も 低 く な る 場 合 は 昇 温 モ ー ド で 、 Ｔ １ が （ Ｔ ｓ ＋ α ） ℃ よ り も 高 く 、 Δ Ｔ が （ Δ Ｔ ｓ ＋ β
） ℃ よ り も 高 い 場 合 は 、 冷 却 モ ー ド で 、 Ｔ １ が （ Ｔ ｓ ＋ α ） ℃ よ り も 高 く 、 Δ Ｔ が （ Δ Ｔ
ｓ － β ） ℃ よ り も 低 い 場 合 は 、 通 常 モ ー ド で 、 ガ ス 量 及 び 空 気 量 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と
す る 熱 処 理 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 炉 内 に 設 置 さ れ た 前 記 温 度 計 測 器 が ２ つ の 場 合 、 炉 中 央 部 に 設 け ら れ た 温 度 計
測 器 に よ る 測 定 温 度 を Ｔ １ 、 炉 壁 近 傍 部 に 設 け ら れ た 温 度 計 測 器 に よ る 測 定 温 度 を Ｔ ２ と
し 、 炉 内 に 設 置 さ れ た 前 記 温 度 計 測 器 が ３ つ 以 上 の 場 合 、 最 も 被 加 熱 物 に 近 い 位 置 に 設 け
ら れ た 温 度 計 測 器 の 測 定 温 度 を Ｔ １ 、 そ の 他 の 温 度 計 測 器 の 測 定 温 度 の う ち 、 最 も 低 い 温
度 を Ｔ ２ と す る 。 そ し て 、 Ｔ １ と Ｔ ２ の 差 分 Δ Ｔ を 計 算 し 、 Ｔ １ と Δ Ｔ の 設 定 値 に 対 し て
ヒ ス テ リ シ ス を 持 た せ 、 こ の ヒ ス テ リ シ ス に 基 づ い て 、 流 動 層 炉 の モ ー ド を 判 定 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 炉 内 温 度 差 Δ Ｔ に 対 し て 、 仮 想 の ス イ ッ チ Ｂ を 設 定 す る 。 炉 内 温 度 差 Δ Ｔ が 大 き
く な っ て （ Δ Ｔ ｓ ＋ β ） ℃ よ り も 大 き く な る と 、 ス イ ッ チ Ｂ は Ｏ Ｎ と な る 。 逆 に 、 炉 内 温
度 差 Δ Ｔ が 小 さ く な り （ Δ Ｔ ｓ － β ） ℃ よ り も 小 さ く な る と 、 ス イ ッ チ Ｂ は Ｏ Ｆ Ｆ と な る
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。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ス テ ッ プ １ ０ ３ で 炉 中 心 部 粒 状 物 温 度 Ｔ １ の ス イ ッ チ Ａ が Ｏ Ｆ Ｆ の 場 合 、 制 御 部 １ ９ は
炉 内 温 度 差 Δ Ｔ の ス イ ッ チ Ｂ を 判 定 し （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ） 、 Ｏ Ｎ な ら ば モ ー ド を 冷 却 モ ー
ド に 設 定 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ６ ） 。 冷 却 モ ー ド で は 、 制 御 部 １ ９ は ガ ス 量 調 整 部 ２ １ を 制
御 し て ガ ス 量 を ０ と し 、 空 気 の み を 浸 管 ５ に 流 す よ う に す る 。 こ れ に よ り 、 設 定 温 度 以 上
に な っ た 粒 状 物 １ ５ を 低 下 さ せ る 。 ま た 、 昇 温 過 程 で は 、 流 動 層 炉 ３ 内 の 撹 拌 に よ り 流 動
が 弱 い 部 分 の 熱 伝 達 を 促 進 さ せ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
ス テ ッ プ １ ０ ５ で 炉 内 温 度 差 Δ Ｔ の ス イ ッ チ Ｂ が Ｏ Ｆ Ｆ の 場 合 、 制 御 部 １ ９ は モ ー ド を 通
常 モ ー ド に 設 定 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ７ ） 。 通 常 モ ー ド で は 、 粒 状 物 １ ５ を 設 定 温 度 に 保 つ
た め 、 制 御 部 １ ９ は ガ ス 量 お よ び 空 気 量 を 、 炉 中 心 部 粒 状 物 温 度 Ｔ １ に よ り 一 意 的 に 決 定
し 、 被 加 熱 物 １ ７ の 投 入 時 や 放 熱 に よ る 粒 状 物 温 度 低 下 を 最 低 限 に と ど め る 。 空 気 比 は 、
例 え ば ２ ． ０ ～ １ ０ ． ０ と す る 。
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